
本書は、レーザー共振器のエイゲンモードと、エイゲン値の計算を
解説します。　理想素子（ミラー及びレンズ）、実素子と、屈折率
変調媒体を考慮する事が可能です。
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レーザー共振器のエイゲンモード計算 



モデリング概要 
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r = -250 mm r = -250 mm 
球面ミラー  球面ミラー  

アパチャー 
直径： 200 µm  

アパチャー 
直径： 300 µm  

5 mm  

l = 2 mm 

アクティブ媒体  
GRIN レンズ 

n = 1.5 – 5000 r²  



モデリング概要 

• 高次モードを含むエイゲンモードを計算します。

 

• Fox-LiとArnoldi アルゴリズムの比較。  
 

• ビームパラメーター (ビーム径、M²値)の計算。  



共振器のLight Path Diagram 
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エイゲンモードの計算  

イタレーションにおけるエイゲン値、光学ロス、ビーム径、偏差のログ情報
数値は参照面を基準にしております。

 
 



シミュレーション結果：収束  

• Arnoldi及び Fox-Li アルゴリズムによるエイゲンモード解析 
 

• Fox-Li (右図) によりレーザーオシレーションの解析
 

• Arnoldi(左図) は収束までのイタレーションが少なくて済みます 
 

イタレーション数によるビーム径  



シミュレーション結果：アウトカプリングモード 

レーザー共振器の
アウトカプリング・モード

 



シミュレーション結果：高次エイゲンモード 

Arnoldiアルゴリズムにより、高次モードの計算が可能です 
 



まとめ  

• Laser Resonator Toolbox にて、レーザー共振器の
エイゲンモードを解析する事が可能です。  

• VirtualLab™ は、ミラー、アクティブ媒体、レンズ、マイクロ構造素子
などを含むレーザー共振器のセットアップが可能です。

 

• ファンダメンタル・モード及び高次モードの計算が可能です。
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